
このベッドは日本国内専用です。電源電圧が異なるため海外では使用できません。
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ヘッドレスト部を持ち上げて角度を調節す
ることができます。手動式と電動式の二つ
の仕様があります。
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機種識別ラベル
ベッドの機種やボトム高さ
の仕様を確認できます。
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＜絵表示の例＞

説明書の内容を無視し、誤った使い方を行ったときに生じる危険や損害の程度を下の表示
（絵表示と用語）で区分し、説明しています。いずれも安全に関する重要な内容ですの
で、必ず守ってください。

ベッドのご使用時には、
『警告』および『注意』を
必ずお読みください。

警告ラベルについて
警告内容について
注意内容について

必ずご使用前に『安全にお使いいただくために』をよくお読みになり
正しくお使いください。
ベッド本体とオプションを安全にお使いいただき、あなたや他の人々
への危害や損害を未然に防止するためです。

ベッドをお使いの方に対して、特に注意していただきたいことをラベルにして、各ユニット
などに貼っています。

　記号は、禁止の行為であることを示しています。図の中に具体的な禁止
内容（左の図の場合には『分解禁止』）が描かれています。

　記号は、必ず実行していただく強制の内容があることを示しています。
左図は、「必ず守る」を示します。

△記号は、警告・注意を促す内容があることを示しています。図の中に
具体的な注意内容（左の図の場合には『感電注意』）が描かれています。

必ず守る

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人がケガを負う
可能性及び物的損害の発生がある内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、生命にかかわる
ケガを負う可能性がある内容を示しています。

4 ～ 7 ページ　  参照

下記参照

8 ～ 10 ページ　参照

必ずお読み
ください

警告ラベルは、はがしたり傷をつけたりしないでください。

安全にお使いいただくために2

警告ラベルについて

表示と絵表示について
必ず守る

必ず守る

必ず守る

以下の項目は、全て危険行為ですので必ず守ってください。守ら
なければ人が生命にかかわるケガを負う可能性が想定されます。

●サイドレールやヘッド・フットボードのすき間に注意する
身体の一部（特に頭や首）がサイドレールと回転式アーム介助バーのすき間、サイド
レール・回転式アーム介助バーとヘッド・フットボードや各ボトム・マットレスなどのすき
間に入らないように注意してください。
すき間に入った状態でベッドを操作すると、はさまれてケガをするおそれがあります。
また、すき間にはさまれたり、入ると抜けなくなったりするなどして、ケガをす
るおそれがあります。
特に予測できない行動をとると思われる方や、体
位を自分で保持できない方、自分で危険な状態か
ら回避することができないと思われる方につきま
しては、十分注意してください。

●サイドレールを使用するときはベッドからの転落に注意する
サイドレールとサイドレール・回転式アーム介助バー、各ボードとサイドレール
のすき間から転落してケガをするおそれがあります。また、サイドレールの上から
身を乗り出して転落し、ケガをするおそれがあります。
厚みのあるマットレスを使用する場合は、サイドレールを乗り越えやすくなりますの
で高さのあるサイドレール（AB-610R、AB-611R）の使用をおすすめします。
ベッドの背ボトムを上げた状態で使用する場合、転落予防
としての効果を十分に発揮できないおそれがあります。
特に予測できない行動をとると思われる方や、体位を
自分で保持できない方、自分で危険な状態から回避す
ることができないと思われる方につきましては、十分
注意してください。

●オプション部品は正しい向きで取り付ける
サイドレールや回転式アーム介助バーなどのオプション部品を取り付ける際は、正
しい向きで取り付けてください。
ベッドから転落したり、意図せぬすき間が発生したり
して、身体の一部がはさまれてケガをするおそれがあ
ります。
正しい向きでの取り付けかたについては、30ページを
参照してください。

30 ページ　参照

●ベッドの下にもぐり込んだり、身体の一部を入れない
ベッドの可動部分（ボトムなど）とフレームやサイドレー
ル、回転式アーム介助バーなどとの間に身体の一部（頭や
手、足）をはさんでケガをするおそれがあります。
ベッドの操作時は、ベッドの下や周りに障害物がないこと
を確認して操作してください。
やむをえずベッド下部や可動部にもぐりこんだり、手など身体の一部を入れる必要が
ある場合には、必ず手元スイッチで全ロックをかけるか、または電源プラグとバッテ
リーケーブルを抜いてください。全ロックのかけ方や、バッテリーケーブルの抜き方
については取扱説明書をご確認ください。
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は
じ
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必ず守る

必ず守る

●ベッドをご使用の方に注意して操作する
ベッドをご使用の方がボトムの角度やベッドの高さ調節
中に動くと、ベッドから転落したり、サイドレール・回
転式アーム介助バーなどや各ボードなどとのすき間には
さまれたりして、ケガをするおそれがあります。
特に予測できない行動をとると思われる方や、体位を自
分で保持できない方、自分で危険な状態から回避するこ
とができないと思われる方につきましては、十分注意し
てください。

●オプション部品やヘッドボードなどに腰掛けたり、踏み台代わりにしたり、
　足をかけて立ち上がらない

サイドレールや回転式アーム介助バー、延長ボトムなど
のオプション部品やヘッド・フットボードに腰掛けた
り、踏み台代わりにしたり、足をかけて立ち上がったり
しないでください。
ベッドから転落・転倒してケガをしたり、ベッドやサ
イドレール・回転式アーム介助バー、延長ボトムなど
が破損・変形するおそれがあります。

●操作が理解できないと思われる方（お子さまや認知症の方など）に
　操作させない

操作が理解できないと思われる方（お子さまや認知症の方
など）が１人で手元スイッチを操作した場合、誤ってベッ
ドに身体がはさまれるなど、思わぬケガをするおそれがあ
ります。１人で手元スイッチに触れる可能性がある場合
は、次の方法により操作を制限し、誤操作による事故を未
然に防いでください。
・手元スイッチの動作ロック機能で「高さの操作」または「全て
の操作」をロックする。手元スイッチに付属している専用キー
を取り外して紛失しないよう保管してください。動作ロックの
設定後、手元スイッチのロックランプが点灯していることと、
動作ロックを設定した手元スイッチのボタンを押して正しく
設定されているか必ず確認してください。

●ベッドから離れるときは注意する
万一のベッドからの転落に備え、付き添い・医療従事者などがベッドから離れたり、ベッ
ドをご使用の方から一時的に目を離したりする際は、安全の確保ができているか確認し
てください。
思わぬケガをするおそれがあります。

17 ページ　参照

●乳幼児やお子さまには使用しない
本製品は、乳幼児やお子さま向けに設計されていません。サイドレールなどのすき間
に身体の一部がはさまれて、ケガをするおそれがあります。
サイドレールを使用していてもすき間から転落して、ケガをするおそれがあります。

？
●分解、改造はしない

意図せぬすき間の発生や異常動作などにより、ケガをする
おそれがあります。
弊社指定の技術者以外の方は絶対に分解・改造をしないで
ください。

●コード類を傷つけない
手元スイッチなどの電装部品やコード類（電源コードなど）
が破損し、感電・火災のおそれがあります。
ベッドの可動部に手元スイッチやコード類をはさまないよ
うにしてください。
コード類に重い物を置いたり無理な力を加えたりしないで
ください。
ベッドでコード類を踏みつけないでください。
傷んだ手元スイッチなどの電装部品やコード類は修理（交
換）を依頼してください。

●コード類に足を引っ掛けない
手元スイッチなどの電装部品やコード類（電源コードなど）
に足を引っ掛けないようにしてください。
プラグやコードが破損し、感電・発火のおそれがあります。
また、転倒してケガをするおそれがあります。

●ベッドの上で飛び跳ねたりしない
ベッドから転落・転倒してケガをしたり、ベッドが故障し
たりするおそれがあります。
特にお子さまにご注意ください。

●うつ伏せや無理な姿勢での角度調節はおこなわない
うつ伏せや無理な姿勢（仰向け以外）での角度調節は、ケガを
するおそれがあります。
また、ベッドの頭側と脚側を間違えた状態での角度調節も
無理な姿勢となり、ケガをするおそれがあります。

●電源プラグを濡れた手で抜き差ししない
ショートして感電・故障するおそれがあります。
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プラグを抜く

●電源プラグを持って抜く
電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに必ず電
源プラグを持って抜いてください。
コードが傷んで感電・発火のおそれがあります。また、
電源プラグには、無理な力を加えないでください。

●お手入れは電源プラグとバッテリーケーブルを抜いてからおこなう
お手入れや掃除などやむを得ずベッドの下に入る際は、
電源プラグを抜いてからおこなってください。
誤操作によるケガやショートによる感電のおそれがあり
ます。

●このベッドは１人用の設計になっています

このベッドの最大使用者体重は 138kg です。一時的に
付き添い・医療従事者がベッドに乗る必要がある場合は、
次の点を確かめてください。
　○ベッドにかかる荷重が最大使用者体重 138kg を超えていないこと

　安全使用荷重について
・このベッドの安全使用荷重は 174kg です。安全使用荷重は、ベッドの動作
がおこなえる最大荷重であり、使用者体重とマットレスやオプションなどの
付帯物の合計荷重です。

※ベッドに安全使用荷重以上の荷重を加えないでください。ベッドが破損して
ケガをするおそれがあります。

以下の項目は、全て危険行為ですので必ず守ってください。守らな
ければ人がケガをする可能性や物品的損害の発生が想定されます。

必ず守る

●ベッドは定期的に点検する
使用の頻度や環境により、製品は摩耗・劣化します。
定期的に各部のゆるみ、可動部の動作破損の有無などを点検してください。
思わぬケガをするおそれがあります。

●被災したベッドは点検・修理する

必ず守る

地震・火災・水害などで被災したベッドは、お買い上げの販売店または弊社カスタ
マーサポートまで点検・修理を依頼してください。
電装品のショートや漏電による感電・火災やベッドの変形による動作の異常によっ
てケガをするおそれがあります。

プラグを抜く

●電子治療器を使用するときは、必ず電源プラグを抜く
電子治療器（マイクロ波治療器、超短波治療器など）を
同時に使用した場合、ベッドの故障や誤動作の原因とな
ります。
なお、他の ME 機器と併用する際は、安全を確認の上、
使用してください。

●適合品以外と組み合わせしない
弊社が指定する適合品以外の製品とは組み合わせしないでください。
オプション製品などは、必ず弊社が指定する適合品を使
用してください。適合品以外の製品と組み合わせると意
図せぬすき間の発生や製品同士の接触、支持性の低下な
どにより、ケガをしたり、ベッドが故障するおそれがあ
ります。

●電源プラグにほこりを付着させない
電源プラグの表面にほこりが付着していると水分を含ん
で電流が流れ、絶縁状態が悪くなり、発火のおそれがあ
ります。
電源プラグの表面にほこりが付着している場合、乾いた
布などでよく拭き取ってください。

●タコ足配線はおこなわない
コンセントや延長コードの容量を超える電気製品を同時
に接続使用すると、電源コードや電源プラグが発熱して
発火するおそれがあります。

30 ～31ページ　参照
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必ず守る

必ず守る

●つま先をベースフレームの上や下に置かない
ベースフレームの上に足をかけたり、足先を下に入れた
りしないでください。
はさまれてケガをするおそれがあります。

必ず守る

●水などをこぼさない
手元スイッチなどの電装品は防水仕様ですが、水などを
こぼさないでください。
故障の原因になります。
水などがかかってしまった場合には、すぐに拭き取り、乾
いてから動作確認を行ってください。動作に異常がある場
合は、電源プラグをコンセントから抜いて販売店または弊
社カスタマーサポートにご連絡ください。

●使用者の容態にあわせて使用してください
使用者の容態によっては、ベッドの操作や背あげ・膝あ
げなどの姿勢をとることにより、容態を悪化させるおそ
れがあります。使用者あるいはご家族の方が直接操作さ
れる場合は、付き添い・医療従事者などが「取扱説明書」
の内容と、容態にあった使用方法について十分に説明し
た上で使用してください。

●上がっている背ボトムや脚ボトムに乗らない
ボトムの支持部に大きな力がかかり、破損・変形の原因
になります。

●火器に近付けない
ベッドの近くで、ストーブなどの熱器具を使用しないでください。
変質・変形・発火などの原因になります。

●ヘッドレストを持ち上げた状態でヘッドレストの上に座らない
ヘッドレストを持ち上げた状態でヘッドレストに大きな負
荷をかけないでください。
破損・故障の原因になります。
22 ページ　参照

●突起物に衣類などが絡まないように注意する

●乗り降りの際は足が床につくようにベッドの高さを調節する

●電源コード・電源プラグの状態に注意する

●電源コードのはさみこみに注意する

事故、ケガの原因となります。衣類に絡まった状態でベッド
の乗り降りをすると転落・転倒をするおそれがあります。
乗り降りの際は、周囲の状況をご確認ください。

以下の現象が生じた場合、電源プラグをコンセントから
抜いて、販売店または弊社カスタマーサポートにご連絡
ください。
①電源コード・電源プラグが異常に熱い
②電源プラグが変形または変色している
③焦げくさい臭いがする

故障・感電のおそれがあります。
電源コードをキャスターで踏んだり、ベッド可動部で
はさんで破損・断線させないように注意してください。

事故、ケガの原因となります。ベッドの乗り降りの際に
は足元のスペースを確保し、足がしっかり床に着くよう
にベッドの高さを調節してください。

必ず守る

必ず守る

必ず守る
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ベッドを使用する方がベッドから起きあがる場合に、
ベッドの左右どちら側からの乗り降りが可能か、車い
すをご使用の場合は、ベッドのどちら側で使用するか
によって必要なスペースを確保してください。ベッド
や車いすが破損したり、壁やものなどを傷つけたりす
るおそれがあります。

ベッドを設置にするにあたって、下記の注意事項を守ってください。

必ず守る

●ベッドの電源は直接コンセントからとる

コンセントや延長コードの容量を超える電気製品を同時
に接続して使用すると、電源コードや電源プラグが発熱
して火災が発生するのおそれがあります。

●ベッド周辺のスペースを確保する

●次のような場所への設置は避ける。

特に高さ方向については、ベッドの高さ調節によって
ベッド周りの家具備品、部屋の構造物の一部などに当
たらないように配慮してください。ベッドや家具備
品・構造物などが破損するおそれがあります。

●ベッド周りの家具備品、部屋の構造物の一部などと
当たらないように注意する。

必ず守る

必ず守る

必ず守る

●直射日光の当たる場所
●冷暖房機による冷気や暖気が直接当たる場所
●過度の水蒸気や油蒸気のかかりやすい場所
●高温・多湿・低温・乾燥した場所
●ほこり、煙、塩分、イオウ分
　腐食性物質などの多い場所
●換気の悪い場所
●振動や衝撃のある場所
●ゆかが水平でない場所
●ゆかが丈夫でない場所

設置に関する注意事項3

a～f の寸法は、13ページに記載しています。

仕様4
■各部の寸法

全幅

全長

キャスター間の長さ

ボトムの高さ

ヘッドボード高さ

フットボード高さ

項　目 箇　　　所

a

b

c

d

e

f

最大外径寸法

最大外径寸法

キャスターの旋回中心軸間長さ

ゆか～ボトム上面（最低高さ～最高高さ）

ボトム上面～ヘッドボード上端

ボトム上面～フットボード上端

e

d

c a

b

フット側

ヘッド側

f



12

は
じ
め
に

ベッドを使用する方がベッドから起きあがる場合に、
ベッドの左右どちら側からの乗り降りが可能か、車い
すをご使用の場合は、ベッドのどちら側で使用するか
によって必要なスペースを確保してください。ベッド
や車いすが破損したり、壁やものなどを傷つけたりす
るおそれがあります。

ベッドを設置にするにあたって、下記の注意事項を守ってください。

必ず守る

●ベッドの電源は直接コンセントからとる

コンセントや延長コードの容量を超える電気製品を同時
に接続して使用すると、電源コードや電源プラグが発熱
して火災が発生するおそれがあります。

●ベッド周辺のスペースを確保する

●次のような場所への設置は避ける。

特に高さ方向については、ベッドの高さ調節によって
ベッド周りの家具備品、部屋の構造物の一部などに当
たらないように配慮してください。ベッドや家具備
品・構造物などが破損するおそれがあります。

●ベッド周りの家具備品、部屋の構造物の一部などと
当たらないように注意する。

必ず守る

必ず守る

必ず守る

●直射日光の当たる場所
●冷暖房機による冷気や暖気が直接当たる場所
●過度の水蒸気や油蒸気のかかりやすい場所
●高温・多湿・低温・乾燥した場所
●ほこり、煙、塩分、イオウ分
　腐食性物質などの多い場所
●換気の悪い場所
●振動や衝撃のある場所
●ゆかが水平でない場所
●ゆかが丈夫でない場所

設置に関する注意事項3 MEMO
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ポリプロピレン樹脂ブロー成形品・木製・スチール製 (一部木製 )・SUS

① 211.5cm(236.5cm    ) / ② 212cm(237cm    ) / ③ 212cm(237cm    ) 

ヘッド・フットボード種別の全長　①木製ボード使用時   ②整形ボード使用時　③ワイドボード使用時

14

温度

湿度
大気圧

動作保証条件
10 ～ 40 ℃
30 ～ 75% RH
800 ～ 1060hPa
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AX

A
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手元スイッチの使い方6

「あたまあし 連動ロック」のとき
背ボトムと膝ボトムの連動操作ができません。

「ヘッドレストロック」のとき
ヘッドレストの操作ができません。

18

３モーターのみ

4モーターのみ

共通



あたまあし ボタン

19

前ずれや圧迫感を軽減させな
がら背ボトムを調節できます。

操作ボタンについて



ヘッドレストについて

20

ヘッドレストは、背ボトム面から最大30度
まで調節できます。

誤嚥のリスクを減らす

ヘッドレストが上がります
ヘッドレストが下がります

背ボトムの
面から30度

ヘッドレストの角度を調節できます。

操作ボタンについて(電動式ヘッドレスト付の場合)

手元スイッチのボタンで、ヘッドレスト、背ボトム、膝ボトム、ベッドの高さを無段階に調節できます。
ボタンを押すと動き、離すとその位置で止まります。必要な位置まで動かしてお使いください。
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ヘッドレストを使用する際は、ヘッドレストを持ち上げ角度を調節してください（3度刻みで0～
30度まで）。また、ご利用者様の首や頭部を手で支えながら行うことで、より安定した介助操作
ができます。
解除の際は、ヘッドレストを角度表示部の解除位置まで起こすことでギアがフリーになり、
ヘッドレストの角度を0度（フラット）に戻すことができます。

ッドレストの角度を調節する際は、操作がしやすい位置までベッドの高さを調節した後におこなっ
てください。ご利用者様の首や頭部を支えることで、より安定した角度調節ができます。
ッドレストをフラットな状態に戻す際は、状況に応じて背ボトム角度を調節したうえでおこなうこと
により、ご利用者様の首への負担が軽減できます。

ヘッド側

手動式の場合

電動式の場合

ヘッドレストの操作方法

ヘッドレスト

ヘッドレスト
が下がります

ヘッドレスト
が上がります

0 30 R

角度表示部
解除位置

電動仕様の場合は手元スイッチによりヘッドレ
ストの角度を無段階で調節できます。
ヘッドレストは0～30度の間で調節できます。

ヘッドレストは、首の角度を調整することでポジショニングによる姿勢を保持し、誤嚥のリスク等
を軽減するための機能です。

ゴエン

ヘッドレストを使用する場合は、背ボトムやヘッドレストの角度を上げすぎて、無理な姿勢に
ならないように注意してください。

◆
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へ
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・AB-026X  ・AB-031X

1 
2 
3 
4 

折りたたみサイドレールの固定脚をサイドレール取付け穴に差し込んでください。

ベッドのサイドレール取付け穴下面より固定用ノブボルトで締め込みます。

折りたたみサイドレールが確実に固定されていることを確認してください。

折りたたみサイドレールのロックレバー側が向き合うように方向を合わせます。

ベッドを上から見た図

ヘッド側 フット側

サイドレール
取付け穴

サイドレール
取付け穴

ヘッド側

フット側

固定用ノブボルト

ロックレバー

ロックレバー側

30



AB-026Xの取付けかた

1
2 
3 
4 

破損・ケガをします

使用状態でロックされていることを確認してください。

折りたたみサイドレールのロックレバー側がベッドのヘッド側になるように折りたた
みサイドレールの方向を合わせます。

折りたたみサイドレールの固定脚をサイドレール取付け穴に差し込んでください。

ベッドのサイドレール取付け穴下面より固定用ノブボルトで締め込みます。

折りたたみサイドレールが確実に固定されていることを確認してください。

ヘッド側 フット側

ベッドを上から見た図

サイドレール
取付け穴

サイドレール
取付け穴

固定用ノブボルト

ロックレバー

ロックレバー側

ヘッド側

フット側

固定脚

31
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AB-026X

AXシリーズに取付けることができるサイドレールの組み合わせは下表のとおりです。

33



34

CK-170R



35

　ハルンバッグやドレナージバッグに付いている固定具にて、
　本体に装着したサイドレールに取り付け、固定することができます。

ハルンバッグ /ドレナージバッグ

サイドレール
フック（市販品）
サイドレールに引っ掛けてください。

ハルンバッグ /ドレナージバッグ
フックなど（市販品）に掛けてください。

フックなどを掛ける
サイドレールパイプ
の外形寸法は、以下
の通りです。

ご参考ください

19 mm

※ハルンバッグやドレナージバッグに固定具などが付いて
　いない場合は、フックなど（市販品）をご利用ください。(下図参照 )

フックなど（市販品）をご使用の際は、ご利用者様の使用環境に合ったものをお使いください。
ハルンバッグまたはドレナージバッグの取扱説明書をよくお読みになってから、サイドレールに取り付
けてください。
ハルンバッグまたはドレナージバッグを取り付けたサイドレールの着脱操作は、行わないでください。

　ハルンバッグ・ドレナージバッグ
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マットレス

DUO WAVE (デュオウェーブ)

MB-5104 M/L
MB-5203 Ｍ/L
MB-5204 M/L

マットレスの厚さはMB-5104Mが5.5cm、そのほかのマットレスは8cmです。

MA-3003 M/L

SA-2033 M/L

SA-1023 M/L



サビナ200 サビナⅡ EEバイキングMゴルボ8008
LowBaseゴルボ8008

介護リフト適合表

機種識別表示ラベル

38

※ ベッドの仕様はフット側サイドフレーム上部の機種識別表示ラベルにより確認することができます。

※

※床の状態によりベッドが沈みこんでいる場合は使用できない場合があります。

床走行リフト対応仕様

低床仕様

機種識別表示ラベル

※イラスト中のベッドは低床仕様です。

ベッドが床走行リフト対応仕様の場合、下図のように床走行式電動介護リフトが使用でき
ます。当社取扱のLiko床走行リフト「ゴルボ8008」「ゴルボ8008 LowBase」「バイ
キングM」「サビナ200」「サビナⅡ EE」の使用を推奨します。
ベッドが低床仕様の場合は使用できないので、必ず床走行リフト対応仕様のベッドでお使
いください。



17

16

22

27

39



27

40



27

27

41



27

27

42



27

43



44



2017.12.082017

札幌/仙台/東京/神奈川/静岡/名古屋/大阪/高松/高知/広島/福岡/宮崎/南九州/沖縄


	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part1
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part2
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part3
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part4
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part5
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part6
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part7
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part8
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part9
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part10
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part11
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part12
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part13
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part14
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part15
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part16
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part17
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part18
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part19
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part20
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part21
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part22
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part23
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part26-01-01
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part27
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part28
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part29
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part30
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part31
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part32
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part33
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part34
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part35
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part36
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part37
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part39
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part40
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part41
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part42
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part43
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part44
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part46
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part47
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part48
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part49
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part50
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part51
	【十一校】AXシリーズ_170321_ver5.0_Part52

